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［要約］田面の不陸状況を測定し土工計算を行うことにより、トラクターダンプを利用した一連の

切土－運土－盛土作業で、簡易に田面の不陸が修正できる
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［背景・ねらい］

水田の汎用利用に伴い転換畑利用時に発生した田面の不陸が、復田時の水管理等に不具合をきた

す状況がみられている。

以前、レーザーレベラーを利用した田面の傾斜均平技術（H15 参考情報「水稲移植栽培における

水田の傾斜均平作業とその効果」）を紹介したが、これは大型の機械装備を必要とするほ場全面の

均平作業であり、生産現場においては必ずしもほ場全面の不陸修正を必要としない状況も見受けら

れる。

そこで、ほ場内の部分的な不陸の修正にも対応した簡易均平作業法について検討する。

［成果の内容・特徴］

１．測定した田面高から不陸を修正するための切土・盛土量を算出する計算様式を作成した（表

１）。

２．作成した土工計算書に従って、トラクターダンプにより切土－運土－盛土の一連の作業をレベ

ル測定したメッシュ単位で行うことで、ほ場の田面不陸が修正できる（図１）。

３．一連の作業量は現況の不陸程度により異なるが、ほ場試験では運土距離 1057m、運土量 3.52t、

作業時間 52 分（いずれもほ場面積 13 アール当たり）となった（図１）。

［成果の活用面・留意点］

１．試験は、灰色低地土地帯の13アール（24×55m）区画ほ場において行ったものである。

２．トラクターダンプによる均平作業に先立って、レーザーレベルによる田面高の測定を行った。

３．土工計算は、①全測定地点の平均田面高と各測定地点の田面高との差を求め、メッシュごとの

運土量を算出する②各メッシュについて周辺メッシュとの運土量の平均値を求めて各地点の値

を均す③各メッシュの運土量をトラクターダンプの切土量

（0.22t）で除し、切土及び盛土回数を整数値になるよう処理

する内容とした。

４．土工計算には、田面の傾斜を設定していない。

５．田面高測定及び切土－運土－盛土作業は、耕耘前等の状態で

行う。機械作業は土壌水分が高い状態では作業性が低下する

ことから、作業時の土壌水分の目安は通常の耕耘作業が可能

な程度（土壌水分25％程度以下：灰色低地土）とする。

６．土工計算の計算様式は、Excelシートで提供可能である。
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表１　土工計算書�

図１　簡易均平作業の効果と作業性�
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